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１．はじめに
山本鼎は大正期から昭和期にかけて活躍した
版画家であると同時に、美術教育の改革を提唱
した教育者でもあった。鼎は北原白秋、石井鶴
三、島崎藤村ら文学者や芸術家たちとの交流の
中から芸術家としての自らの人生を切り拓き、
パリへの留学やロシアへの滞在を経て大正期か
ら長野県小県郡神川村において自由画教育運動
や農民美術運動を開始し促進していったのであ
る。
ところで鼎に関して書かれた著作の多くが、

〈大正期における自由画教育運動〉、〈昭和期に
おける農民美術運動〉という図式で彼の業績を
理解していることが分かる。金子一夫も指摘す
る通り、鼎は1928（昭和３）年に「血気の仕事」
を書いており、この記事が事実上の「自由画運
動打ち切り宣言」と解釈されたのである1）。し
かし鼎の仕事を丹念に見てゆくと、昭和期に
入ってからも出版社のアルスを基点にして、彼
が子どもたちの美術教育に精力的に関わってい
たことは明白である。自由画教育のみを射程に
入れて論じているだけでは、鼎の美術教育全般
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へのかかわりとその意味を見失ってしまうこと
になるのではないか。
山本鼎に関する先行研究の多くが彼の自由画
教育の理論と実践について扱っている。例えば
橋本泰幸による「山本鼎の教育実践にみる指導
法についての考察」では自由学園での実践に焦
点を当てつつ、自由画教育の指導法の具体的様
相を明らかにしている2）。自由学園の実践に照
射したもののなかで、とりわけ注目したいのは
村上民による「自由学園草創期（1921─1932年）
の美術教育：羽仁もと子・吉一と山本鼎の協働
を中心に」である3）。村上は山本鼎の実践が
「羽仁夫妻の創立した自由学園という”場”」で
行われたことに着目し、自由画教育だけでなく
工芸に関する鼎のかかわりについても言及して
いる。本稿においても鼎の教育実践の意味を大
正期の自由画教育に限定するのではなく、むし
ろ昭和期において子どもたちを対象とした本の
執筆を中心に美術教育としての広がりを見せた
ことに着目して、論を進めていきたい。
本稿においては鼎の美術教育の根底として、
一つ目に異文化経験、二つ目に長野という地域
性に着目している。昭和期において美術教育を
展開していく際に鼎の活動を根本で支えたの
は、異文化経験と長野県小県郡神川村という地
域性であった。以下、第 1 節では鼎が自由画教
育に目覚めていく道筋とその特徴について、考
察する。なお、自由画教育については多くの先
行研究が存在するため、本稿では昭和期におけ
る鼎の美術教育にとって重要と思われる二つの
要素、すなわち異文化経験、及び長野という地
域性に焦点を絞って考察を進めたい。第２節
では児童文庫の執筆の中で鼎が子どもたちの創
造的な活動を中心とする美術教育を具体的に表
現していたことについて、検討する。第 3 節で
は、鼎が子どもたちの教材作りに取り組みなが
らも徐々に体調不良と財政破綻に見舞われ、太
平洋戦争という時代的背景の中で美術教育への
関わりは希薄になっていったことについて描出
する。

第１節　自由画教育への道筋
a．鼎にとっての異文化体験
鼎が木版画の彫り職人として一人前になり、

東京美術学校に進学するために準備し始めた頃
は、父親の一郎が長野県小県郡神川村の大屋で
医院を開業して間もなくの時期であった。この
時期、神川村大屋は鉄道が敷かれ、大屋駅の周
囲には旅館や郵便局などが次々と建設されて
いったのである。そもそも大屋駅は1888（明治
21）年に信越線の上田―軽井沢駅間が開通され
た時、存在していなかった。この地方の製糸業
者は北関東や京浜地方との繭や生糸の輸送に、
真っ先に鉄道を利用していた。しかし、大屋駅
があればさらに便利になるということで1891
（明治24）年に小県郡の人々3200名余りが当時
の鉄道庁長官に請願書を提出したのである4）。
こうして大屋駅が開業したのは1896（明治29）
年、鼎の父親、一郎が大屋で医院を開業する二
年前のことであった。ここで重要なのは、大屋
駅が地元の請願により設置されたという稀有な
ケースであったという点である。このような事
実からは、神川村大屋という鼎の活躍すること
になる地域が、進歩的で活気に満ちた場所で
あったことが想像出来る。
鼎が東京美術学校の西洋画科に入学したのは
1902（明治35）年のことであった。この頃、鼎
は画家の石井柏亭の家に下宿し、弟の鶴三や妹
のみつと知り合っている。1904（明治37）年、
彼はデビュー作となる木版画、『漁夫』を雑誌
『明星』に発表している5）。海に生きる男のたた
ずまいを豊かに表現している『漁夫』は、鼎の
代表作となった。ちなみに『明星』は与謝野鉄
幹が創刊した雑誌であり、文学と美術の革新を
目指していた。文学者や芸術家たちとの交流は
鼎の創作活動を支えていくことになる。とりわ
け、若手の芸術家の会、「パンの会」で懇意に
なった北原白秋とは生涯を通じて支え合ってい
くのである。
しかし、芸術家として確かな歩みを進めてい
るように見える鼎の人生も良いことばかりでは
なかった。石井柏亭の妹、みつとの恋愛がかな
わず、鼎は酒浸りの生活を送るようになる。こ
の失恋の痛手から逃れるように、鼎は絵画修業
のためにフランスのパリに留学を決意する。
1912（明治45）年の 7 月、30歳の鼎は船でフ
ランスのマルセイユ港に到着する。パリの留学
で鼎はロダンの彫刻に出会ったり、パリを訪れ
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た島崎藤村と親交を深めたり、芸術家としての
自分の立ち位置に悩みながらも多くの油絵を制
作し、実り多い日々を過ごしていたように思わ
れる。
1916（大正5）年、鼎は約 4 年間の留学生活
を経て日本に帰ることになる。帰国前に立ち
寄ったロシアで鼎は二つの大きな出会いを経験
する。第１に農民美術との出会いである。ロシ
ア文学を学びに来ていたロシア文学者の片山伸
と共にトルストイの館を訪問、そこで農民学校
の話を聞き農民のための工芸品に関心を抱いた
のである6）。第 2 に子どもたちの自由な絵画表
現との出会いである。鼎はモスクワの町で開催
されていた少年少女たちの絵画展覧会を見て、
日本にも児童自由画を普及したいと強く願うよ
うになったのである。
鼎の異文化経験の意味はあらためてどこにあ
るのだろうか。鼎がのちに展開していく子ども
たちの本の執筆、教材の開発、自らの版画や絵
画の制作を思い浮かべると、農民美術や児童自
由画に限定されない、広汎な意味を担っていた
ように思われる。鼎は子どもたちの本や雑誌の
内容、そして自らの版画や絵画のモチーフとし
て頻繁にヨーロッパの題材を選んでいたのであ
る。第 1 次世界大戦前後のヨーロッパの知識と
経験は鼎の中でやがて成果を結ぶことになる
が、その点は次に検討してゆきたい。

b．自由画教育の始まり
帰国後、鼎は北原白秋の紹介により白秋の
妹、いえと結婚する。さらに鼎は日本美術院洋
画部の同人となり、留学中に制作した「ストッ
クホルム」「モスクワの秋」「サーニャー」「セー
ヌ川の洗濯船」など多数の作品を展覧会に出品
していた。一方で児童自由画と農民美術を広め
たいという鼎の情熱を具現化する上で不可欠
だったのは、長野県神川村の二人の青年、金井
正と山越脩蔵との出会いである7）。金井正は神
川村国分の養蚕農家兼銀行家の息子であり、終
生、鼎を精神面と財政面の両面において支え続
けることになる。鼎が自由画についての初めて
の講演を行ったのが1918（大正７）年、そして
金井や山越の援助の中で、神川小学校で第一回
児童自由画展を開催したのは、1919（大正８）

年のことであった。
この後、児童自由画展覧会はかなりの勢いで
各地に広まっていくことになる。 1 年後の
1920（大正９）年までに東京、京都、九州、大
阪などで大小七つの展覧会が開催された8）。同
年には山陽、東海、北陸、山陰、四国、九州な
ど全国約三十五カ所で自由画の展覧会や講演会
が開催されることになっていた。このように児
童自由画展が急速に広まっていったのにはどの
ような理由が考えられるだろうか。一因として
考えられるのは、この運動が新聞社や出版社な
どのメディアと堅固に結び付いていたことであ
る。日本児童自由画展覧会は東京日々新聞社が
協賛、そして世界児童自由画展覧会は大阪朝日
新聞社が主催し、「大いなる宣伝力を示した」と
いう9）。また大正期に隆盛をきわめた『金の
船』、『少年雑誌』などもそれぞれ自由画の募集
を行っており、自由画の宣伝において一役を
買っていたと考えられる。
1920（大正９）年の『中央公論』に掲載され
た「自由画教育の要点」では鼎の主張が力強く
表現されている。鼎は従来の「新定画帖」のよ
うなお手本を模写する教育ではなく、子ども自
身の目で対象を把握し、描いていく教育の確立
を目指したのである。彼は言う。
「従来の教育では、数百人の子供を、いや数千
人、数万人、数十万人の子供を『国定臨画帖』
と銘打った安っぽい印刷物に導いて居る。子供
らを愛して居る筈の其親や其教師が何故子供ら
の『創造力』に無関心なのだろう？大人が習慣
的な傲慢から、平気で作り上げたあのひからび
たお手本を尺度にする事をなぜ怖れないの
か？」10）

ここでは図画の国定の教材が「安っぽい印刷
物」、「ひからびたお手本」と鋭い言葉で批判に
さらされている。鼎はそのような手本の模写を
離れて子ども自身が観察した「自然」を自由に
表現していくような美術教育の確立を願ったの
である。
1921（大正10）年、「自由画教育の要点」の
翌年、鼎は「自由画教育の使命」を発表してい
る。「自由画教育の要点」を著したのち、文部省
側の教育者たちからの反撃も大きかった。鼎は
「…此説もようやく全国の教育会に真面目な問
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題として取扱われ来り、どうやら消し難い火と
はなったが、…（中略）文部省は例の伝統的な
態度で新旧折衷の策に拠り、目下再び新画手本
の編成を急いで居る…」と批判的な調子で述べ
ている11）。さらにこの論稿の中で鼎は「私は小
学校の美術教育に、絵画と彫刻を課したい。そ
して鳩、兎、栗鼠、猿、人といったようなもの
を彫刻のモデルとして与えたい。絵にしろ彫刻
にしろ必ず写生が良いとは限らないが、併し、
モチイフを親しく見る事は肝要である。…中学
には男女共に、美術史大要と、美術雑話とを課
し度い。…」と述べている12）。このような教育
の具体的様相は鼎が美術教師を勤めた自由学園
及び第 2 節で見ていく子どもたちの本の中で
表現され実現されていくことになる。しかしこ
の「自由画教育の要点」の段階では未だ抽象的
で初歩的な構想の表明にとどまっていたように
思われる。

第２節　児童文庫の執筆
c．物語の中の教育論
鼎は北原白秋の弟、鉄雄が経営する出版社、
アルスから多くの本を出版している。1917
（大正6）年『油絵の描きかた』、1921（大正
10）年、『油絵のスケッチ』、1921（大正10）年
『美術家の欠伸』など鼎の美術家としての心情
を吐露したものだけでも枚挙にいとまがない。
しかしここで注目したいのは鼎が1928（昭和
3）年に「血気の仕事」で「自由画教育運動か
ら身を引く」ことを宣言したのちもアルスを基
盤として自らの美術教育論を自由奔放とも見え
る筆致で語っていった点である13）。自由画教育
は広い意味での美術教育へと発展していったの
である。ちなみに1925（大正14）年には鼎の考
案したクレパスが桜商会から販売されている。
同年には長男の太郎が誕生し、鼎は公私ともに
充実した生活を送っていた。
1928（昭和３）年に書かれた『図画と手工の
話』は挿画が山本鼎、装幀が恩地孝四郎となっ
ており、アルスの日本児童文庫の一冊として出
版されている。日本児童文庫は小学生全集（興
文社）と並んで、当時、人気を博したシリーズ
で76巻が刊行されていた。
興味深いのはこの本が鼎の教育観を物語の中

から重層的に語り尽くしているように思われる
点である。同時に第１節で見てきたように鼎
にとっての異文化経験と、鼎の活動の拠点とな
る長野という地域性の意味がこの本には余すと
ころなく発揮されているように考えられる。そ
れではこの本の特徴はどこにあるのだろうか。
第 1 にこの本の特徴として挙げられるのは、
信州の美しい景色や文化の描写の中から子ども
たちが絵や工芸に取りかかる様子が書かれてい
ることである。この本は「みち子さん」、「太郎
くん」、「孝子さん」の三人姉弟が夏休みに高原
の避暑地に行く場面から始まる。子どもたちの
一人を鼎の子どもの名前、太郎を付けているこ
とからも明らかなように、この本の物語には鼎
の実体験が裏付けされている。
「みち子さん達の別荘のあるところは、わら
び野という、小高い丘で、南向きの縁側の前に
は、わずかな地面をのこして、野菜の段々畑に
なっており、そのさきは虎杖の茂った河原で、
昨夜の豪雨に水かさをました瀬川が、碓氷河を
目ざして、見えがくれにはしっています。その
瀬には丸木の一本橋がかかっていて、そこまで
出ると、西に浅間山が見えるのです。…太郎君
は、浅間が見えると聞いて、顔も洗わずに丸木
橋のところへおりて来て、まともに朝日を浴び
た赤肌の浅間を、絶え間なく吐き出されるうす
茶色の煙を、あかず眺めているのでした。」14）

浅間山の周囲の美しい風景を描き出しなが
ら、鼎は子どもたちが自発的に水彩画や油絵に
取り組んでいく様子を書いている。文学的とも
いえる表現の中から鼎は、子どもたちが絵に取
りかかる準備段階として精神的に解放されてい
ることの重要性を語っているように思われる。
第 2 に「みち子さん」、「太郎くん」、「孝子さ
ん」、加えて友だちの「鎮雄君」それぞれの個性
がはっきりと書き分けられ、その個性に合った
絵や工芸の製作の仕方が紹介されている。とり
わけ「百姓」の家の「鎮雄君」には彼の生活環
境や使っている画材も含めて、丹念に描かれて
いる。
「近頃鎮雄君の描く絵は、ちょっと孝子さん
の絵と太郎君の絵を一しょにしたようなもので
した。まわりの生活情景を好んで絵にするとこ
ろは孝子さんのようだし、山なり、木なり、家
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屋なり、静物なりの形を、洋画風に影日向に現
したりする工合は太郎君のようです。しかし、鎮
雄君の絵は、今も大部分水墨彩画です。子供の時
分から描きなれた毛筆と泥絵の具とは、くれぱ
すよりも水彩絵の具よりもいいのでした。」15）

ここには子どもたちの描く絵に関する画家な
らではの鼎のこだわりが存分に発揮されてい
る。さらに印象的なのは物知りだが絵があまり
得意ではない「みち子さん」が更紗の製作で夢
中になり、襖、カーテン、ブック・カバーなど
を創作する様子も書かれていることである。鼎
は美術の苦手な子どもたちも含めたそれぞれの
個性や環境に合った創造的な活動としての美術
のあり方を考慮していた。
第 3 にギニョールと呼ばれる人形劇や「絵草
紙」、人形作り、デザインの学習など自由画にお
さまらない創造的な美術活動が子どもたちの生
き生きした会話の中で展開していくことであ
る。ギニョールと呼ばれる人形劇の人形を作る
様子は以下のように書かれている。ちなみにギ
ニョールとは指人形によって演じるフランスの
人形芝居のことであり、18世紀末に誕生し、特
に1890年代から1900年代にかけてパリで人気
があったというから、鼎は留学中にギニョール
について見聞きしたのかもしれない。

『「なんだか、あっけないわね」
「読んではあっけないけれど、舞台にかける
と相当面白いでしょうよ。例えばね、脚本
には『マルセルぶらぶらと遊びながら登
場』と書いてあるが、そのぶらぶら出て来
るところなんかをうまくやるんだね」

「トロアパットの尻尾を引っ張るところも面
白いね。尻尾をなんでこしらえるの先生」

「竹の枝で作るといいよ」
「広場のかきわりを作らなければならないわ
ね」』16）

ここでは雨が降って外出できない二日間に、
子どもたちと「原さん」と呼ばれる「先生」が
ギニョールを準備する様子が生き生きと描写さ
れている。鼎は子どもたちがお互いの関わりの
中で即興的に人形劇を作っていくような活動
も、美術教育の範疇で捉えていたのである。ま

た「孝子さんの図案」という章では松の葉や
マッチ棒、えんどう豆やカボチャの種を使っ
て、子どもたちが「装飾遊び」に取り組む様子
が描かれている。鼎はパリの幼稚園長のマダ
ム・シュネによる実践を紹介した上で、子ども
たちが短い時間でも面白い模様を作り上げてい
く様子を書いている。『図画と手工の話』におい
て鼎は子どもたちの遊びの要素を含む創造的な
美術活動の意味をのびのびと描出していたので
ある。

d．『世界工芸美術物語』
1929（昭和 4 ）年、次男の次郎が誕生、鼎は
農民美術運動や本の執筆にますます精力的に
なっていた。翌1930（昭和 5）年には再び、ア
ルスより日本児童文庫の一冊として『世界工芸
美術物語』を出版する。240ページの本に挿絵
が151枚もあり、子どもたちにとっては親しみ
やすいものになっている。「工芸とはどんなも
のか」という章から始まり、エジプトの工芸、
ギリシャ・ローマの工芸、フランスの工芸、イ
ンドの工芸そして日本の工芸とそれぞれの国の
歴史に沿って、代表的な建築や美術品を紹介す
る構成になっている。「現代人の工芸」の章では
「アールヌーボー式の扉」、「表現派の教会堂」、
「アインシュタインの天文台」、「構成派のお皿」
などヨーロッパにおける、当時としては最先端
の工芸品や建築がさし絵付きで紹介されてお
り、ここには鼎のヨーロッパ滞在の経験と知識
が反映されていると思われる。
鼎はこの本においても子どもたちに身近な家
の中の家具から工芸に対する親しみを増すよう
な書き方をしている。
「A君の『住』にはどんな工芸があるか、これ
は数えきれないほどいろいろな物があります。
…桐の白木で作った和服簞笥や、まほがにい塗
りの洋服簞笥があり、唐木細工のちゃぶ台や、
長火鉢があります。お母さんの大きな姿見は桑
の木で出来ているし、女中部屋の小さな姿見は
桂の木でこしらえてあります。」17）

A君の家にある「和服簞笥」、「洋服簞笥」、
「ちゃぶ台」、「姿見」などの家具がそれぞれ「桐
の白木」、「まほがにい塗り」、「唐木細工」、「桑
の木」で出来ていることを指摘し、身近な道具
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の素材に意識を向けようとしている。このよう
にして鼎は子どもたちを対象に生活の中に工芸
品があふれていることを分かりやすく説いてい
る。この時期、鼎は農民美術運動を進めながら、
一方で子どもたちの身の回りにある工芸品に対
して関心を深めつつあった。
ところで鼎がこの本を出版した1933（昭和
８）年は満州事変が起こった年でもあった。鼎
は本の冒頭で「諸君は『太平洋時代来る』とい
うことを知っていますか。…政治にも、軍事に
も、産業にも雄壮活発なる意気をもって当たら
なければなりません。」と述べた上で、日本も
「蚕糸」や「セメント」や「薬品」だけでなく
「工芸品」も輸出して「富国策の一つとなさねば
ならぬ」と語っている18）。この頃、鼎が工芸品
を産業振興策の一つとして捉えていたことは事
実である。一方でどの程度まで「富国策の一つ」
としての収益を工芸品に期待していたかは定か
ではない。しかし確かなことは時代が経済不況
とそれに続く戦争の時代へと歩を進めつつあっ
たことである。

第３節　財政破綻と戦争への道
昭和初期から太平洋戦争に突入する時期にお
いて、鼎は『少年少女自習画帖』や『小学生画
帖』などの教材づくりにも熱心に取り組んでい
た。鼎が元々、批判していた国定のお手本とは
異なり、子どもたちが自分の絵を描く際に豊か
な発想を発揮できるような教材を鼎は目指して
いた。板倉賛治や後藤福次郎と共に編集した
『少年少女自習画帖』においては、ミレーやゴッ
ホ、デューラーなどの西洋画家を紹介しながら
さまざまな絵の見方、構図、描き方などを子ど
もたちに分かりやすく紹介している。また横山
大観の「鶺鴒」や廣島晃甫の「桃と鳩」を紹介
しながら、「右は、川原の砂を踏む鶺鴒で、色紙
に墨だけで描いた絵です。左の絵は、桃の枝に
とまった山鳩です。やわらかい桃の花や葉と、
やさしい中にもキリッとひきしまったところの
ある山鳩とが、色の取り合わせの上からも、形
の組立の上からも、実に気持ちのよい美しい調
和を見せています」と紹介している19）。このよ
うな説明を通して、『少年少女自習画帖』では子
どもたちに「色」や「形」の見方、そして絵の

見方をやさしい口調で説いている。
一方、1933（昭和８）年に出版された『小学
生画帖』は講談社の子ども用雑誌、『幼年倶楽
部』の付録という形で刊行されている。「いろい
ろのもので絵ができます」というページでは水
彩絵の具で描いた男の子、泥絵の具で描いた女
の子、紙を貼って作った男の子、布を貼って
作った女の子など素材によっていろいろな面白
い絵が出来上がることを示している20）。「フネ
ノイロイロ」というページでは「ヨット」、「ワ
タシブネ」、「ボート」、「キセン」、「ヤカタブネ」
などを描き分けながら読者に向かって、「アナ
タハ、ドノ船が一バンスキデスカ？」と問いか
けている21）。おそらく当時の子どもたちはこの
画帖を見ながら自分の創作意欲を満たしていっ
たに違いない。
この頃、鼎は借金の工面のために自宅を離れ
て奔走しなければならなかったが、子どもたち
とのつながりを手紙を通して深めているように
思われる。1937（昭和12）年、鼎は子どもたち
に工夫を凝らした葉書や手紙を送っている。こ
こには鼎の、父親としてのまなざしがよく表れ
ている。次男の次郎に当てた葉書にはクイズの
ような「問題」が添えられている。例えば「蛸
ノ足は何本ありますか、カニに足は何本ありま
すか。」、あるいは「おうちにある白樺は、あた
たかい国に多い木ですか、寒い国に多い木です
か。」といった質問が書かれているのである22）。
このような文面からは父親としての鼎の優しい
まなざしを想像することが出来る。父親として
のまなざしが子どもたちの教材を作成する際に
も有益であったのではないかと推測される。
この頃、鼎は自分の身の回りの親しい人物を
次々と失っていった。1932（昭和７）年には父
の一郎が74歳で生涯を閉じ、その 5 年後には
母のタケがこの世を去っている。親友の倉田白
羊や森田恒友もこの時期に逝去している。さら
にこの状況に追い打ちをかけたのは農民美術研
究所における多額の負債である23）。1940（昭和
15）年、鼎が58歳の時、ついに農民美術研究所
は正式に閉じることになる。1941（昭和16）
年、日本は太平洋戦争に突入。鼎を追い詰めた
のは財政破綻だけではない。1942（昭和17）
年、義理の兄の北原白秋が亡くなった後、鼎自
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身も体調を壊すことが増えていった。戦争下で
も鼎は油絵を制作し続けていたが、1946（昭和
21）年、終戦後、間もなく、腸捻転のため64歳
でこの世を去った。

おわりに
ここであらためて考えたいのは、なぜ鼎は
1928（昭和３）年に「血気の仕事」を執筆して
自由画教育からの撤退を宣言したのちも美術教
育全般への関わりを続けたのか、ということで
ある。鼎自身がこの点について説明した文章は
調査した限りでは、見当たらないが、以下の二
点のことが考えられる。まず第 1 に自由画教育
に関する論争からは退避することを鼎は願って
いたものの、美術教育の実践についてはむしろ
直接的な関わりを継続したいと考えていたとい
うことである。事実、鼎は自由学園の教師とし
て1942（昭和17）年までその働きを続けたので
ある。第 2 に昭和期に入って鼎は白秋の弟の経
営する出版社、アルスとの交流を中心に子ども
を対象とするメディアとの関わりを深め、より
自由な活動の範囲を広げることが出来たという
ことである。鼎は自由画教育にとどまらずに自
分の関心に沿って発言を続け、教材作りへとつ
なげることが可能となったのである。
さらに、鼎の美術教育は形を変えて戦後の創
造美育運動に受け継がれ、また鼎の農民美術運
動はやはり少し形を変えて白樺派の柳宗悦によ
る「民芸」運動へとつながっていった。鼎の仕
事とその精神は確かに戦後の日本の美術史に継
承されていったのである。
本論文においては以下の 3 点について明ら
かにした。
第 1 に、大正期において、鼎はフランス留学
やロシアの滞在を経験し、その経験を基に長野
を拠点としつつ自由画教育運動を繰り広げて
いった点である。自由画教育論は無味乾燥なお
手本を廃止し、子どもたちの自由な創造を促す
という点でその意図ははっきりしていたといえ
る。しかし、後に鼎が展開する美術教育論と比
較するならば、鼎の自由画教育論はいまだ初歩
的で限定的であったように思われる。ただし、
大正期において豊かな異文化経験を積んだこ
と、及び神川村を拠点として自由画教育運動を

繰り広げたことが後の美術教育にとって複数的
な意味を持っていたことは確かである。
第 2 に、昭和初期において鼎は子どもたちの
本の執筆をしながら、それらの本の中で独創的
な教育論を展開していった点である。物語とい
う形式を取ることで、鼎は自由に自らの思いを
表現することが出来たのである。さまざまな登
場人物に鼎の考えを投影しつつ、子どもたちと
の具体的な会話を軸として物語を発展させてい
くことで、工芸、デザイン、人形劇を含む子ど
もたちの創造的な活動を鼎は美術教育の根幹に
据えたのである。鼎は自由画教育論をより広汎
な美術教育の可能性に展開していくことが出来
たといえる。
第 3 に、昭和初期から太平洋戦争に突入する
時期において鼎は子どもたちの雑誌の付録を中
心に、子どもたちの教材づくりに精力的に取り
組んでいた点である。鼎の編集した教材におい
ては子どもたちがそれぞれの視点で絵画や工作
に取り組めるように、素材の使い方、色の配置
などさまざまな工夫の仕方を説いている。しか
し、この時期、鼎は財政破綻に見舞われ、友人
や家族を次々と失い、自らも体調を崩すことが
増えていった。結果として子どもたちの本の執
筆や編集も年を経るごとに遠ざかっていかざる
を得なかった。
今後の課題として、二点を挙げておきたい。
まず第 1 に、自由学園における美術教育の展開
過程について検討することである。鼎は自由画
教育からの撤退を宣言したのちも1942年に至
るまで自由学園で美術教師を続けており、その
展開の具体的様相を探る必要があるだろう。第
2 に、『金の船』、『赤い鳥』、『子供之友』など
のメディアと鼎との関わりを詳細に調べること
である。大正期から昭和期にかけてのメディア
における芸術家たちの役割を描き出すことは、
教育にとどまらない広がりを担っていた大正期
の芸術教育運動を位置付け直すという意味にお
いて重要であると考えられる。

※引用部分に関して、必要に応じて旧仮名遣
いは新仮名遣いに、旧字体は新字体にあらため
た。
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【注】
1）…金子一夫，「山本鼎と自由画運動に関する通念及
び山本の重心移動について」，上田市山本鼎記念
館（2002），『山本鼎生誕120年展』pp.28─33
2）…橋本泰幸，「山本鼎の教育実践にみる指導法につ
いての考察」（1981），『鹿児島大学研究紀要』
pp.99─124

3）…村上民，「自由学園草創期（1921─32年）の美術
教育：羽仁もと子・吉一と山本鼎の協働を中心
に」，『生活大学研究』vo.1，pp.26─44
4）…『鉄道ピクトリアル』，第46巻，第11号，1996
年，p.46
5）…『版画芸術』，NO.159，2013春，p.16『漁夫』（2
色刷）は『明星』の記事、「パレット日記」で石
井柏亭により「刀画」と呼ばれ、絶賛された。
6）…例えば松山龍雄，「山本鼎と大正時代のトルスト
イ主義」は鼎のトルストイとの出会いを大正期の
日本におけるトルストイの思潮の流れの中に位
置付けていて、興味深い。（『版画芸術』NO.159，
2013春所収）
7）…帰国後のいきさつに関しては小崎軍司（1979），
『山本鼎評伝』（信濃路）が詳しい。pp.92─93
8）…山本鼎，「自由画教育の要点」，引用は鹿野政直
編（1977），『大正思想集』Ⅱ（筑摩書房）に依
る。p.82
9）…同上，p.82
10）…同上，p.83
11）…山本鼎，「自由画教育の使命」，引用は志摩陽伍
編（1970）『教育内容論Ⅰ』（国土社）に依る。
p.125
12）…同上，p.143
13）…鼎は自由画教育運動を推進したが、1928年、
『学校美術』に「血気の仕事」を書いて、自由画教
育から手を引くことを宣言した。しかし、実際に
は広く、美術教育にかかわる仕事を続けていた。
14）…山本鼎（1928）『図画と手工の話』p.25
15）…同上，p.85
16）…同上，p.124
17）…山本鼎（1930）『世界工芸美術物語』pp.6─7
18）…同上，p.3
19）…板倉賛治、後藤福次郎、山本鼎監修（1931）
『少年少女自習画帖6』p.6

20）…板倉賛治、後藤福次郎、山本鼎監修（1933）
『小学生画帖』p.12
21）…同上，p.16
22）…山越脩蔵編（1971）『山本鼎の手紙』p.345，…
p347

23）…例えば小崎軍司（1979）は農民美術研究所が
閉鎖に至る経緯を丁寧に追っている。pp.227─
236
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